
    令和４年 鳥取市教育委員会 11 月定例会 会議録 

１ 日  時  令和４年１１月２９日（火） １５時００分 から 

２ 場  所  鳥取市役所本庁舎 ６階 第４ 会議室 

３ 出 席 者 

教育長  : 尾室 高志 

委 員 ： 藤井 喜臣 

委 員 ： 前田 哲雄 

委 員 ： 畑 千鶴乃 

委 員 ： 谷口 なおこ 

        〔事 務 局〕 

         副教育長：岸本 吉弘 

次長兼学校教育課長：安本 雅紀 

         生涯学習・スポーツ課長：須﨑 ひとみ 

文化財課長：佐々木 敏彦  学校保健給食課長：山根 ちはる 

中央図書館長：長本 次郎  教育センター所長：安田 直人  

学校教育課参事兼指導係長：淺見 康陽 

教育総務課長補佐：小清水 晃子  

        〔傍 聴 者〕    １名 

４ 会議次第 

○行事報告及び行事予定について                    〔教育総務課〕 

【説明・協議事項】 

（１）１２月市議会定例会の附議案について                〔各課〕 

（２）鳥取市学校教育情報化推進計画（案）について         〔学校教育課〕 

※説明・協議事項（１）は、鳥取市教育委員会会議規則第１４条第１項に基づき、公開し 

ないこととする。 

【報告事項】    

（１）令和４年第４回市議会臨時会の報告について             〔各課〕 



（２）鳥取市学校給食センター整備基本計画（案）について    〔学校保健給食課〕 

（３）令和の万葉大茶会 2022 鳥取大会の開催について          〔文化財課〕 

（４）鳥取市歴史博物館入館者７０万人達成記念セレモニーの開催について 

〔文化財課〕 

（５）令和５年鳥取市はたちのつどいの開催について    〔生涯学習・スポーツ課〕 

（６）体験的学習活動等休業日の実施状況について            〔学校教育課〕 

（７）部活動の地域移行について                  〔学校教育課〕 

（８）学校・児童クラブ等における新型コロナウイルス感染症の対応について  

〔学校教育課〕 

【先回定例会の議事録】 

【その他】 

（１） 次期定例教育委員会の開催について 

 ［12 月］令和 4年 12 月 27 日（火）13：30～  鳥取市役所本庁舎  ６階第４会議室

［ 1 月］令和 5年 1 月 31 日（火）13：30～     〃     ７階第２委員会室 

（２）総合教育会議の開催について 

   令和 4年 12 月 2日（金）13：30～             ７階第２委員会室 

５ 会議概要 

１４時５５分 開会 

 尾室教育長 あいさつ 

○行事報告及び行事予定について  

教育総務課長（資料に基づき説明する。） 

【説明・協議事項】 

（２）鳥取市学校教育情報化推進計画（案）について  

 学校教育課長（資料に基づき説明する。） 

 【質問】 

（藤井委員） 

先生方への学校における教育の情報化の実態等に関する調査というのがありますよ 

ね。その調査の選択肢には「できる」「ややできる」以外にはどのような選択肢がある



のですか。 

（学校教育課） 

  その他は「あまりできない」「できない」があります。 

（藤井委員） 

急にＩＣＴ化が進んできて、戸惑いながら、でも前に向いていかなければいけない

ということで、とても大変だろうと思います。その上で、１２ページ下の指標・目標

値に「授業で使う教材や公務分掌に必要な資料などを集めたり、保護者・地域との連

携に必要な情報を発信したりするためにインターネットなどを活用することができる

か」という質問に対して、現在が８７．５％で目標値が９０％以上となっています。

これは保護者や地域の側から言うと、このようなことは出来るようにしてほしいと感

じられそうな指標ではないかと思いますので、100 とするのがよいのかどうかはわか

りませんが、５年後の目標が９０％以上というのは少し低いのではないかなと思いま

す。その他の指標は授業で使えるかどうかということなので、なるべく高くしてほし

いという思いはあるのですが、保護者や地域との連携には「ややできる」程度にはな

ってほしいなと思います。また、保護者と地域との連携とはどのようなことを指すの

でしょうか。 

（学校教育課長） 

紙媒体で行っているもののデジタル化を進めていくということです。目標的には全

員の教員がそういったことが出来るようにしたいという思いはあるのですが、目標値

として 100％とできるか検討させていただきたいと思います。 

（前田委員） 

１３ページの指標の部分の「受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を

どの程度使用したか」というのが、小６で３３．１％のところを５年後に９０％以上

にというところですが、全国的な平均はどのくらいの数字なのでしょうか。 

（学校教育課） 

正確な数字ではございませんが、全国的なものと本市はほとんど変わりありませ

ん。これが「ほぼ毎日」の回答ですが、「週１回以上」ということになりますと、全国

値をかなり上回っております。 

（前田委員） 

もう１点、３ページのＩＣＴ環境の整備状況というところで、遠隔学習用カメラ・

マイク台数を各学校に１セットとなっていますが、これは例えば５ページの（５）災

害や感染症の発生時に使用するためのものですか。 

（学校教育課） 

現在、各学校の教員には教員用の iPad を配布しております。iPad にはカメラとマ

イクがありますので、それを用いてオンラインの配信や授業を行うことが出来ます。

ここであげているカメラ・マイクは Windows 端末等に接続できるカメラ・マイクで、

そういったものも活用して配信ができるようにということで各学校に１セット、義務



教育学校に２セット配布しております。 

（前田委員） 

  iPad 用ではなく Windows 用ということですね。 

（学校教育課） 

  はい。 

【報告事項】 

（１） 令和４年第４回市議会臨時会の報告について 

生涯学習・スポーツ課長（資料に基づき説明する。） 

教育総務課長補佐（資料に基づき説明する。） 

（２） 鳥取市学校給食センター整備基本計画（案）について 

学校保健給食課長（資料に基づき説明する。） 

 【質問】 

（藤井委員） 

進め方を確認したいのですが、今後のスケジュールに整備基本計画策定とあります

が、これは教育委員会で決めるということですか。 

（学校保健給食課長） 

教育委員会後に市長決裁をいただくものです。 

（藤井委員） 

  それから、これは整備基本計画ですが、この後の計画はないのですか。 

（学校保健給食課長） 

  全体の整備基本計画が終わりましたら、今度は工事の方の整備計画を策定していき

ます。 

（藤井委員） 

わかりました。計画の１番後ろの今後の進め方について、ここに「１か所目の建設

候補地を早急に決定し、整備運営計画の策定と事業手法の検討を行います」とあっ

て、２つ目以降はもう少し様子を見ながら進めていくというように読めるのですが、

２つにするか３つにするかは１つ目に着手した後に決めるということですね。 

（学校保健給食課長） 

  そうですね。１つ目の建設に向かうときにはある程度の目途はと思っております

が、１つ目がかなり老朽化しており急いでいるというところで、まずは１つという考

え方でおります。 

（藤井委員） 

  １つ目を早く決めて、２つ目以降を２つにするか３つにするかは、１つ目の様子を

含めて再度検討するという理解でよろしいですか。 



（学校保健給食課長） 

  その通りです。 

（藤井委員） 

  とすると書き方が少し曖昧なように感じて、今言われたような内容であれば、２つ

にするか３つにするかはその後時間をかけて考えるというように書くと少しわかりや

すいかなと思います。 

  それから事業手法について、パブリックコメントでいうと従来方式かＤＢ方式か市

が責任持ってほしいというような意見があり、特に維持管理・運営を民間ではなく市

でというような雰囲気がありますが、それは今決めてしまわないということですよ

ね。 

（学校保健給食課長） 

  はい、事業の規模的にどういった手法がよいのかという調査も入れながら決定して

いきたいと思っております。 

（３） 令和の万葉大茶会 2022 鳥取大会の開催について 

文化財課長（資料に基づき説明する。） 

（４）鳥取市歴史博物館入館者７０万人達成記念セレモニーの開催について 

文化財課長（資料に基づき説明する。） 

（５）令和５年鳥取市はたちのつどいの開催について                   

  生涯学習・スポーツ課長（資料に基づき説明する。） 

（６）体験的学習活動等休業日の実施状況について 

  学校教育課長（資料に基づき説明する。） 

（７）部活動の地域移行について                  

  学校教育課長（資料に基づき説明する。） 

 【質問】 

（藤井委員） 

  人数が少なく１つの学校でチームが作れないために連合チームを作ることはあるの

ですよね。その際にはそれぞれの学校に顧問がいないといけないのですか。 



（学校教育課長） 

  はい、現在はそのようなルールです。 

（藤井委員） 

ここを何とか改善しないといけないと思います。それはどこで直せるのでしょう 

か。 

（学校教育課長） 

土日を完全に地域移行しますと、地域の人材が指導しますので、引率等もできるよ

うなシステムになって、顧問が関わらなくても子どもが集って活動できる、大会に出

られるということになります。 

（藤井委員） 

  連合チームというのは中国大会や全国大会にも出ることが出来るのですか。 

（学校教育課長） 

  はい、出場できます。 

（谷口委員） 

  派遣されるのはスポーツだけではなく文化部も同様に派遣されるということで、現

在は文化部の部数はすごく少ないと思うのですが、生徒が希望すればそれが増えてく

る可能性もあるということですよね。 

（学校教育課長） 

  はい、それも十分考えられると思います。いずれにしても教員ではない立場の指導

者をどれだけ確保できるかというところになってくると思います。 

（８） 学校・児童クラブ等における新型コロナウイルス感染症の対応について

  学校教育課長（資料に基づき説明する。） 

【その他】 

（１）次期定例教育委員会の開催について 

［12 月］令和 4年 12 月 27 日（火）13：30～  鳥取市役所本庁舎  ６階第４会議室

［ 1 月］令和 5年 1 月 31 日（火）13：30～     〃     ７階第２委員会室 

（２）総合教育会議の開催について 

   令和 4年 12 月 2日（金）13：30～             ７階第２委員会室 

教育長  以上で１１月定例教育委員会を終了します。

閉会   １７時００分


